
2000年出土の木簡

み

ま

な

ひ

こ

石
川
・美
麻
奈
比
古
神
社
前
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
鳳
至
郡
穴
水
町
字
川
島

２
　
調
査
期
間
　
　
第
四
次
調
査
　
一
九
九
二
年

（平
７
）
五
月
―
入
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
穴
水
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
四
柳
嘉
章

。
辻
本
　
馨

・
岡
本
伊
佐
夫

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
は
能
登
を
代
表
す
る
中
世
村
落
、
西
川
鳥
遺
跡
群

奮
本徳
院
御
影
堂

領
能
登
国
大
屋
荘
穴
水
保
）
の
一
つ
で
、
穴
水
湾
か
ら
小
又
川
を
約

一
ｋｍ
ほ
ど
さ

か
の
ぼ
っ
た
、
穴
水
低
地
の
奥

ま
っ
た
地
域
に
位
置
し
、
式
内

社

・
美
麻
奈
比
古
神
社
参
道
前

に
広
く
遺
物
の
散
布
が
見
ら
れ

る
。
遺
跡
は
、
の
と
鉄
道
を
挟

ん
で
、
北
側
の
御
供
田
地
区
と

潤

南
側
に
分
断
さ
れ
、
南
側
で
は

穴

西
川
島
地
区
土
地
区
画
事
業
に

く

伴
う
第

一
１
三
次
調
査
に
お
い

て
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
の
住
居
跡
や
七
世
紀
の
掘
立
柱
建
物

（倉
庫
）、

中
世
前
期
の
大
型
掘
立
柱
建
物

・
井
戸
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。

木
簡
は
、
御
供
田
地
区
で
、
地
方
道
七
尾
輪
島
線
拡
張
工
事
に
伴
う
第
四
次

調
査
時
に
出
土
し
た
。
層
位
は
、
小
石

・
砂
利
混
じ
り
層
を
境
に
し
て
一
五
世

紀
後
半

（
一
部
近
世
陶
器
・
寛
永
通
宝
を
含
む
）
の
上
層
と
、
弥
生
時
代
か
ら
古

代
に
わ
た
る
下
層
に
区
分
さ
れ
る
。
木
簡
は
上
層
で
五
点
出
土
し
て
い
る
が
、

文
字
が
判
読
で
き
る
の
は
三
点
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔Ｗ
　
　
　
「［
‐‐
‐十
日
日日
‐‐日互
ハ
同
日
日
日
‐‐
‐十
日
回
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］］］×
∞Ｎ×
ｏ　
ｏ伽Ｐ

②

。
同

――

――

親

口

回

」

。
「＝

廿

」
　

　

　

　

］］ｏ×
∞］×
ｏ
ｏ頓Ｐ

Ｏ

　

「日
日
日

Ｈ
Ｈ
回
弥
同
国
」
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ∞ヌ
∞受
∞
ヨ

い
は
付
札
木
街
。
墨
痕
薄
く
中
央
に

「六
」
が
確
認
で
き
る
ほ
か
は
判
読
不

能
。
下
端
部
が
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。

②
は
付
札
木
簡
。
表
裏
に
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、
と
も
に
薄
く
片
面
や
や

下
部
に

「柳
」
が
確
認
で
き
る
ほ
か
は
判
読
不
能
。
下
端
部
が
カ
ッ
ト
さ
れ
て

い
る
。

０
は
付
札
木
簡
。
墨
痕
薄
く
下
部
に

「弥
」
が
確
認
で
き
る
ほ
か
は
判
読
不

能
。
下
端
は
尖
る
。



ω
ｌ
①
は
、
す
べ
て
ス
ギ
の
板
目
材
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

穴
水
町
教
育
委
員
会

『美
麻
奈
比
古
榊
社
前
遺
跡
―
能
登

。
西
川
島
遺
跡
群

に
お
け
る
古
代
集
落
の
調
査
』
盆

九
九
七
年
）

（四
柳
嘉
章

〈漆
器
文
化
財
科
学
研
究
所
》
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富山
・麻ぁ埓
谷ゃ遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・２８

１
　
所
在
地
　
　
　
碁昌
山
県
高
岡
市
麻
生
谷

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
五
年

（平
７
）
七
月
―

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
高
岡
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
武
部
喜
充

・
根
津
明
義

・
山
口
辰

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
官
衛
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

麻
生
谷
遺
跡
は
、
高
岡
市
西
部
、
西
山
丘
陵
の
麓
に
位
置
す
る
。
本
遺
跡
の

東
に
は
、
小
矢
部
川
が
南
西
か
ら
北
東
方
向

へ
蛇
行
し
な
が
ら
流
れ
て
い
る
。

本
遺
跡
周
辺
は
、
『延
喜
式
』

に
記
載
さ
れ
て
い
る
古
代
北
陸

道
の

「川
人

（合
）
駅
」
の
比

定
地
で
あ
り
、
奈
良
時
代
か
ら

平
安
時
代
を
主
体
と
す
る
遺
跡

が
広
が
っ
て
い
る
。
本
遺
跡
に

北
接
す
る
麻
生
谷
新
生
園
遺
跡

で
は
、　
一
九
九
七
年
に
個
人
住

宅
建
設
に
伴
う
調
査
で
、
石
敷

(石 動)




